
回
答
で
は
、
私
た
ち
が
以
前
よ
り

強
く
求
め
て
い
た
月
途
中
の
異
動
や

災
害
時
の
迂
回
通
勤
時
に
費
用
負
担

額
を
旅
費
に
よ
り
支
給
、
月
途
中
採

用
時
に
は
日
割
り
通
勤
手
当
支
給
、

電
動
車
椅
子
等
利
用
時
の
通
勤
手
当

支
給
等
の
前
進
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
府
人
事
委
員

会
報
告
を
理
由
に
給
与
改
定
を
行
わ

ず
、
身
体
障
が
い
者
の
通
勤
手
当
加

算
措
置
の
廃
止
等
の
不
当
な
回
答
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
最
終
回
答
を
受
け
て
、

府
労
組
連
は
以
下
の
見
解
を
表
明
し
、

今
季
の
交
渉
を
終
結
す
る
と
と
も
に
、

①
災
害
等
の
緊
急
時
に
も
対
応
で
き

る
職
員
・
教
職
員
体
制
、
②
住
民
の

命
と
生
活
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
に

行
き
届
い
た
教
育
を
保
障
す
る
た
め

に
相
応
し
い
労
働
条
件
、
③
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の
実

現
を
め
ざ
し
、
引
き
続
き
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

【
府
労
組
連
の
見
解
】

こ
の
間
、
災
害
時
で
あ
っ
て
も
住

民
の
命
と
生
活
を
守
り
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
学
ぶ
環
境
づ
く
り
を

す
る
た
め
に
必
要
な
職
員
・
教
職
員

増
、
労
働
条
件
の
改
善
等
を
強
く
求

め
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

そ
れ
ら
の
要
求
は
府
民
に
も
理
解
、

支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

知
事
部
局
で
は
、
４
月
～
11
月
に

月
１
０
０
時
間
を
超
え
る
時
間
外
勤

務
を
し
た
職
員
が
の
べ
３
５
５
人

（
対
前
年
比
２
８
６
人
増
）
と
な
る

深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

先
日
も
府
職
労
が
、
職
員
定
数
増

や
保
健
所
機
能
強
化
を
求
め
て
、
知

事
あ
て
に
６
万
人
を
超
え
る
署
名
を

提
出
し
ま
し
た
が
、
吉
村
知
事
は
こ

れ
を
受
け
て
の
囲
み
取
材
で
、
「
保

健
所
体
制
の
強
化
が
重
要
」
「
で
き

る
だ
け
人
を
増
や
す
」
「
い
ろ
ん
な

人
員
拡
大
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
今
や
、
府
職
員

の
定
数
増
は
、
知
事
も
府
民
も
合
意

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
を
拒
む

理
由
な
ど
、
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
現
場
で
も
一
斉
休
校
後
の
７

月
よ
り
月
80
時
間
超
の
「
過
労
死
ラ

イ
ン
」
で
働
い
て
い
る
教
職
員
数
が

高
止
ま
り
す
る
異
常
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
加
配
を
含
め
る
と
２
０
０
人
規
模

で
教
職
員
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。

知
事
部
局
も
学
校
職
場
も
命
の
危
険

が
迫
る
待
っ
た
な
し
の
緊
急
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
公
務
員
は
少
な
い
ほ
う
が
い
い
」

「
全
国
一
ス
リ
ム
な
自
治
体
」
「
行

政
改
革
」
な
ど
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

現
場
の
意
見
を
無
視
し
て
押
し
進
め

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
人
員
削
減
に
よ

る
影
響
が
一
気
に
噴
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
人
員
削
減
方
針
を
直
ち

に
あ
ら
た
め
、
計
画
的
な
職
員
・
教

職
員
の
定
数
増
こ
そ
必
要
で
す
。

今
季
の
闘
争
で
は
、
府
人
事
委
員

会
の
勧
告
・
報
告
に
も
と
づ
き
、
一

時
金
０
・
０
５
月
分
引
下
げ
に
続
き
、

月
例
給
改
定
な
し
と
の
回
答
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
回
答
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
身
を
粉
に
し
て
働
い
て
い

る
職
員
に
冷
や
水
を
か
け
る
も
の
で

す
。
昨
年
は
府
人
事
委
員
会
勧
告
を

無
視
し
、
月
例
給
引
上
げ
を
見
送
っ

た
た
め
、
こ
の
一
年
間
私
た
ち
は
、

全
国
や
民
間
よ
り
月
３
３
０
０
円
低

い
給
料
で
働
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の

十
数
年
間
、
こ
の
よ
う
な
給
料
抑
制

や
カ
ッ
ト
を
行
っ
て
お
き
な
が
ら
、

引
き
下
げ
勧
告
の
と
き
だ
け
「
人
勧

尊
重
」
を
口
に
さ
れ
て
も
全
く
説
得

力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
大
阪
は
賃
金
が
低
い
」
と
他
県

か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
言
わ
れ
、

実
際
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
全

都
道
府
県
平
均
の
成
長
率
６
％
に
対

し
、
大
阪
は
４
％
と
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
不
況
の
大
き
な
原
因

は
、
消
費
の
落
ち
込
み
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
末
、
大
阪
市
に
お
い
て
３
５
０

０
件
の
飲
食
業
が
廃
業
・
倒
産
に
追

い
込
ま
れ
た
（
４
月
～
11
月
）
と
の

衝
撃
的
な
記
事
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
の
景
気
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に

も
、
公
務
も
民
間
も
賃
金
引
上
げ
こ

そ
が
重
要
で
す
。
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
も
、
職
員
の

生
活
実
態
を
反
映
し
た
客
観･

公
正
な

賃
金
の
支
給
を
強
く
求
め
ま
す
。

長
時
間
労
働
の
解
消
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
根
絶
・
未
然
防
止
、
今
年
度

に
お
け
る
人
事
評
価
の
緊
急
中
止
、

行
政
職
２
級･

３
級
の
最
高
号
給
滞
留

の
解
消
、
非
正
規
職
員
・
再
任
用
職

員
の
待
遇
改
善
、
子
育
て
支
援
の
た

め
の
休
暇
制
度
拡
充
（
短
期
介
護
休

暇
、
子
の
看
護
休
暇
の
取
得
日
数
や

要
件
の
拡
充
、
不
登
校
の
子
や
障
害

の
あ
る
子
の
養
育
の
た
め
の
休
暇
制

度
の
創
設
、
育
児
部
分
休
業
・
子
育

て
部
分
休
業
・
介
護
時
間
と
時
間
年

休
と
の
併
用
等
）
、
労
働
安
全
衛
生

対
策
の
抜
本
強
化
、
咲
洲
庁
舎
か
ら

の
撤
退
な
ど
、
未
解
決
の
問
題
の
早

急
な
解
決
を
強
く
求
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

下
の
た
め
、
中
央
委
員
会
は
開
催
し

ま
せ
ん
。
大
教
組
・
府
職
労
に
お
い

て
各
職
場
か
ら
の
意
見
集
約
を
行
い
、

１
月
28
日
開
催
の
府
労
組
連
五
役
会

議
に
お
い
て
、
態
度
決
定
を
行
い
ま

す
。
ご
意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

労
働
条
件
の
向
上
、
働
き
や
す
い

職
場
は
、
労
働
組
合
が
あ
っ
て
こ
そ

実
現
で
き
ま
す
。
労
働
組
合
の
活
動

に
は
み
な
さ
ん
の
加
入
・
参
加
が
不

可
欠
で
す
。

働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
た
め
、

労
働
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

１
月
25
日
、
総
務
部
長
は
、
府
労
組
連
に
対
し
、
昨
年
12
月
７
日
に
提
出

し
た
秋
季
年
末
要
求
書
に
か
か
る
最
終
回
答
を
行
い
ま
し
た
（
最
終
回
答
要

旨
と
府
労
組
連
の
態
度
は
裏
面
に
掲
載
）
。



加入申込みは
こちらから →

▽組合員は安い掛金で安心･充実の保障内容の

自治労連セット共済､火災共済などに加入でき

ます｡新規加入組合員にはセット共済（生命･医

療･交通災害･手術見舞金）10型（月掛金1,070

円）次期満期日（8月31日）までの最大15ヶ月

分をプレゼントしています。翌年の継続・解約

は自由。


